
はじまりは？ ここが自慢

おもな活動

音別は、水質が良く、そこに自生する蕗は瑞々しく
シャキッとしていると定評があります。冷涼な気候風
土に合っており、栽培の蕗は美味しさに加えアクが少
ないのが特徴です。

蕗は、料理法により蕗の特
徴を表現でき、また、化粧品、
健康食品に至るまで可能性を
持っています。

【手間暇かけて育った音別の蕗は本当に旨い】

連絡先

一般社団法人 音別ふき蕗団
【釧路市】
減農薬・無農薬 音別の蕗栽培で地域の活性化!!

無農薬の蕗栽培の音別ふき蕗団
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「わが村は美しく－北海道」運動第９回コンクール応募団体

釧路市

栽培方法は、堆肥を投入し無農薬栽培を目指している
ことから、雑草の除去などに人手を必要とします。そこ
で、釧路市の生活相談センターから「就労準備支援事
業」の一部事業を受託しており、音別の知的障害者施設、
セーフティネットの対象となる方々、高齢者の方々など
の雇用の創出に繋がっています。
蕗のレシピ紹介により、若い世代の方々が購入してお

り、佃煮の復元、蕗の葉の抽出液の活用など、様々な形
で蕗を発信しています。
連携先では、閉鎖され
ていた蕗加工場が再開
され、雇用が創出され
ており、蕗を製品化す
る時に出る皮を活用し、
和紙「富貴紙」を地元
特産品として販売して
います。

音別町には、北海道開拓に貢献してきた特産品として
の蕗があります。しかし、蕗は乱獲、自然環境の変化に
より、自生の蕗が絶滅の危機に立たされています。

そこで、減農薬、無農薬の蕗栽培とその有効活用をす
ることで、雇用の創出、地域の活性化、高齢者の健康作
りを目的として法人を設立しました。「ふきで音別が有
名になり、若い人から年配の方まで、どんな人も自信を
持って暮らせる地域」を目指している。

手作業による雑草駆除作業

ふきジャムパン

アンジェリカ（スイーツ）

塩もみ


